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平成30年度当初予算一般会計２1億7千万円
（前年度比2億8千万円減）（前年度比2億8千万円減）

元気の出るむらづくりをめざして
『移住・定住促進と交流人口の増加、農商工業の活性化、防災・減災の
強化、景観整備、子育て・教育環境の更なる充実を重要課題として』

元気の出るむらづくりをめざして
『移住・定住促進と交流人口の増加、農商工業の活性化、防災・減災の
強化、景観整備、子育て・教育環境の更なる充実を重要課題として』

　歳入全体に対する自主財源

は、村民税の若干の増加を

見込みましたが、３歳児以

上の保育料無料化、前年度繰

越金の減少を見込み２０.５％減

の６ 億７,７８８万 円（３１.２％）

となり、依存財源は、子育

て支援センター、橋梁点検、

災害復旧事業の完了により、

国県支出金や地方債が減少し

たため６.６％減の１４億９,２１２万

円（６８.８％）といたしました。

　歳　入　（一般会計）

議会費
9,046円
（1.6%）
議会運営に

総務費
118,890円
（20.7%）
職員給与など行政運営と積立金

民生費
152,365円
（26.6%）
福祉や将来の暮らしのために

衛生費
34,346円
（6.0%）
ゴミ処理や健康のために

農林水産業費
22,948円
（4.0%）
農林業の振興と活性化に

商工費
19,508円
（3.4%）
観光・商工業の振興と活性化に

土木費
40,031円
（7.0%）
道路整備など住みよい村のために

消防費
30,083円
（5.3%）
防災活動や災害予防に

教育費
87,139円
（15.2%）
教育のために

災害復旧費
1,326円
（0.2%）
公共施設・農地・農業施設の復旧費に

公債費
54,781円
（9.6%）
借入金の返済に（繰上分も含みます）

村民１人当たり　５７３，０１３円／年　（人口　3,787人　平成30年3月1日現在）

歳　入
２１億７千万円

地方消費税交付金 5,100万円（2.4%）

その他 1,882万円 （0.9％）

地方譲与税
3,500万円 （1.6%）

村税
3億2,700万円
（15.1%）

使用料及び手数料
1億2,236万円（5.6%）

地方交付税
10億9,852万円
（50.6%）

村債
9,530万円
（4.4%）

国庫支出金
1億0,046万円
（4.6%）

県支出金
9,302万円 （4.3%）　

繰越金
1億1,318万円（5.2%）

諸収入等
1億1,534万円
（5.3%）

依存財源
14億9,212万円
（68.8%）

自主財源
6億7,788万円
（31.2%）

後期高齢者医療 4,700万円
村 営 水 道 9,700万円

特別会計（4会計 ）8億7,700万円
国民健康保険 2億7,300万円 
介 護 保 険 4億6,000万円
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　歳　出　（一般会計）
　元気の出る村づくりをめざして、移住・定住促進と交流人口の増加、農商工業の活性化、防

災・減災の強化、景観整備、子育て・教育環境の更なる充実を重要課題として予算編成を行いま

した。

　なお、前年度と比べ２億８千万円の減額となっていますが、公債費（借金返済額）、基金積立

の減少が主な要因です。

歳　出
２１億７千万円

民生費
5億7,701万円
（26.6%）

総務費
4億5,024万円
（20.7%）

農林水産業費 8,690万円（4.0％）

土木費
1億5,160万円
（7.0％）

商工費
7,388万円（3.4％）

議会費
3,426万円（1.6%）

消防費
1億1,392万円 
（5.3％）

災害復旧費
502万円 
（0.2%）

教育費
3億3,000万円
（15.2%） 

公債費
2億0,745万円
（9.6%）

予備費
965万円（0.4％） 

衛生費
1億3,007万円
（6.0％）

地域づくり交付金事業・地域づくり特別交付金事業 3,000千円
中山間地域等直接支払交付金事業 10,053千円
多面的機能支払交付金事業（5→8地区） 1,021千円
特産品育成事業（そば・親田辛味大根など） 6,212千円
◎婚活事業関連経費（イベント運営費、バス借上、広告料、登録料など） 1,713千円
　商工業活性化対策事業（不況対策保証料補給、雇用奨励補助等） 17,910千円
　消費喚起プレミアム商品券発行事業（ﾌ゚ﾚﾐｱ率20％継続へ） 8,000千円
○園芸振興補助事業【LED防蛾灯設置、かん水設備（1/4～1/5上限5万円）導入補助制度新設） 500千円
　　〃　　　【果樹関連事業、雨よけ施設、柿乾燥機（認定農業者強化分補助アップ）導入補助】 8,480千円
　　〃　　　【柿選別機・包装シーラー導入補助制度】 800千円

　ＬＥＤ防犯灯設置補助 1,000千円
　生活排水適正処理施設（合併浄化槽）設置事業 7,361千円
　合併浄化槽保守点検料補助事業（3/4補助）・浄化槽清掃（汚泥引抜）料補助事業（1/2補助） 21,224千円
　合併浄化槽法定検査料補助（全額補助） 3,539千円
　太陽光発電設備設置補助事業 1,000千円
　ゴミ収集処理事業（稲葉新中間処理施設建設負担金・泰阜ｸﾘーﾝｾﾝﾀー負担金ほか） 30,361千円
　生ごみ処理機補助事業（1/2補助） 600千円

　ＧＨＶ（ グッド・ヘルス・ビレッジ）事業 301,366千円
　　　　　在宅老人支援、各種健康診断、運動指導、介護予防事業など（以下掲載事業以外分）
　ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチン・インフルエンザなど予防接種事業 9,033千円
　【子育て支援・少子化対策事業】 157,302千円
　・母子保健支援事業（不妊治療費助成事業、妊婦健診、母乳育児相談など） 5,539千円
　・出産祝い金（H29より第2子5万円を8万円、H29より第3子以降30万円を50万円） 3,560千円
　・多子世帯育児支援事業（3歳未満第3子以降へ5,000円/月の商品券） 1,800千円
　・小中学校入学祝支給制度を3月支給へ（小学校3万円、中学校6万円の商工会商品券支給） 2,850千円
　・放課後児童健全育成事業（学童保育、学童クラブ〔高学年も対象、通年実施〕運営） 5,852千円
〇・子育て支援センターの管理、集いの広場運営、コーディーネーター経費 3,687千円
　・児童手当支給事業 66,584千円
◎・保育料無料化（3歳児以上） 10,717千円
　・給食費補助金（Ｈ26より50％、H28より70％へ拡充）・そば給食等 16,813千円
　・高校生までの医療費支援事業（村単独分） 6,666千円 
　・小学校学習相談・支援推進事業（支援教諭）・学習支援員など 11,635千円
　・中学校学習支援、不登校生と個別相談支援事業（村単で支援教員2名の配置） 10,787千円
　・中学生海外研修補助 6,342千円
　・教育ローン保証料補給事業（ＪＡ、信金ﾛーﾝも対象、また利子についても3％を支援） 600千円
　・高校生通学支援補助（高校1年生～3年生へ通学支援補助　年額3万円） 3,870千円
◎介護キャリア段位制度・ショートステイ利用者居住費負担減免補助金 2,178千円
　在宅介護しあわせ推進事業（在宅介護慰労金の支給） 7,320千円
　年齢75歳以上の医療費支援事業（5割支援） 18,307千円
　年齢70歳以上75歳未満の医療費支援事業（70～73歳6割、74歳のみ3割支援） 3,905千円
　交通弱者支援事業（福祉バスの運行、福祉タクシー券の支給） 2,964千円
　自立生活支援住宅改修補助金（補助率80％、上限8万円） 480千円

基本方針に基づく主なむらづくり事業

◎定住促進住宅等住宅取得費用（立木補償含） 10,000千円
○地方創生定住促進事業 32,953千円
　◦ 定住促進住宅新増改築等補助事業……新築(上限100万円)、中古(上限50万円)、増改築(上限50万円)
　◦ 定住促進住宅用地取得等補助金……造成費を含む取得費の50％（上限100万円）
　◦ 定住支度金（20万円）　◦ 新卒者就職支度金（10万円）　◦ 空家住宅改修補助金（1/4補助 上限50万円）
　◦ 銀座ナガノ定住フェアー等の開催　◦ 大阪・中京方面への移住広告費
　◦ 定住者への住宅用地取得サポート、就職、起業、創業支援ワンストップ窓口の設置
　◦ 基幹業務システムの共同利用（運用負担金）◦ 戸籍管理システムの共同利用（飯伊14市町村） 26,255千円
◎ケーブルテレビ（ＨＤ化）、〇ホームページ等の情報通信基盤運営事業 75,382千円
○道路改良舗装事業、維持修繕費 77,536千円
　協働による生活環境基盤整備事業〔資材支給、重機リース料補助等〕 8,725千円
　道路環境整備事業（徐伐採委託・謝金、花いっぱい運動） 6,426千円
　空き店舗等活用補助金 1,000千円
　南部公共交通対策事業（南部公共バス運営負担金） 5,435千円
　住宅リフォーム等補助事業（25％上限20万円） 6,000千円

■機能的で快適な活力あるむらづくり 258,207千円

○小学校校舎長寿命化改造事業【29年度繰越予算と村単事業】 141,585千円
　小中学校教育環境整備 4,374千円
◎小学校ＩＣＴ機器導入事業 10,600千円
◎いきいきらんど下條ﾌ゚ ﾙー塗装改修工事 4,860千円
　消火栓ホース更新・格納庫更新、消火栓新設、防火水槽改修、消火器詰め替え補助 5,937千円
〇小型動力ポンプ積載車購入（2台） 14,000千円
　有害鳥獣駆除対策事業 6,559千円
　住宅耐震診断、住宅耐震改修補助（H29より補助額60万円から100万円へ増額） 2,192千円
◎防犯灯電気料補助 562千円

◎新規事業  ○拡充事業

■安心安全で魅力溢れるむらづくり（繰越予算含む） 190,669千円

■みんなが集い新たな発想で個性が映えるむらづくり 502,855千円

■環境に配慮し自然と調和したむらづくり 65,085千円

■ふれあいと交流、地域の特色を生かしたむらづくり 39,779千円
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会期  3月 9日から
  3月22日まで

議会
だより

第１回下條村議会定例会
平成30年度当初予算等を審議

　平成３０年第１回定例議会は、３月９日に召集され、２２日までの１４日間の会期で行われました。村長の新年度施政方針と
６名の議員より一般質問が行われました。人事案件１件、条例の制定２件、改正９件、その他案件１件、２９年度補正予算
５件、３０年度予算５件、請願１件、陳情１件、意見書２件が提出され審議の結果２７件を可決し閉会しました。
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公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤
消

防
団
員
等
に
係
る
公
務
災
害
補
償
の

保
証
基
礎
額
の
扶
養
加
算
額
が
段
階

的
に
見
直
さ
れ
る
も
の
で
配
偶
者
へ

の
手
当
は
減
額
、
そ
れ
に
対
し
子
に

係
る
手
当
額
は
増
と
な
る
改
正
内
容
。

可
決
。

〇
公
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
下
條
」
の

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

の
プ
レ
ー
料
金
が
他
町
村
に
比
べ
高

額
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
た

め
近
隣
市
町
村
施
設
の
料
金
と
照
合

し
た
上
で
減
額
見
直
し
を
す
る
も
の

で
提
案
～
可
決
。

○
下
條
村
国
民
健
康
保
険
給
付
調
整

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
の
財
産
責
任
主
体
が

都
道
府
県
に
な
る
こ
と
か
ら
国
保
税

の
課
税
目
的
が
改
正
さ
れ
、
村
は
県

か
ら
徴
収
さ
れ
る
納
付
金
等
を
賄
う

た
め
に
税
を
賦
課
・
徴
収
す
る
必
要

が
生
じ
る
が
、
こ
れ
に
倣
い
国
保
給

付
調
整
基
金
の
処
分
目
的
も
同
様
の

追
加
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
内
容
を

提
案
～
可
決
。

○
下
條
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
第
七
期
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
三
十
一
年
度
ま
で
の
六

十
五
歳
の
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険

料
を
改
定
す
る
に
あ
た
り
、
現
状
よ

り
九
百
十
四
円
増
の
月
額
六
千
七
十

四
円
と
な
る
と
こ
ろ
を
準
備
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
基
準
額
で
月

額
五
千
七
百
四
十
円
に
抑
え
る
と
す
る

内
容
を
提
案
～
可
決
。

 

（
詳
細
は
十
一
頁
に
記
載
）

○
下
條
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
国
保
の
住

所
地
特
例
者
を
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
引
き
継
ぐ
運
用
と
な
り
、
こ
の

改
正
で
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
被
保
険
者

の
定
義
が
追
加
さ
れ
る
内
容
を
提
案

～
可
決
。

○
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
四
月
か
ら

「
会
計
」と「
税
務
係
」を
「
税
務
会
計

室
」
と
し
、
よ
り
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
推
進
で
き
る
よ
う
組
織
改
編
を
行

う
も
の
で
提
案
～
可
決
。
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▼
そ
の
他
案
件

○
平
成
三
十
年
度
航
空
写
真
撮
影
及
び
写
真
地

図
作
成
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

・
村
で
導
入
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
航

空
写
真
が
年
数
経
過
に
よ
り
表
示
内
容
等
の

相
違
等
が
増
え
更
新
の
検
討
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
飯
田
市
よ
り
近
隣
村
共
同
で
事
業
の

計
画
を
行
え
な
い
か
提
案
が
あ
り
、
予
定
で

は
飯
田
市
、
阿
智
村
、
泰
阜
村
、
平
谷
村
、

下
條
村
の
一
市
四
村
で
計
画
、
下
條
村
単
独

で
行
う
よ
り
も
非
常
に
安
価
に
撮
影
、
更
新

が
で
き
る
と
す
る
内
容
で
事
業
を
提
案
～
可

決
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計
（
第
六
号
）

　

（
一
億
三
千
九
百
万
円
増
額
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
村
税
が
決
算
見
込
み
に

よ
り
千
五
百
五
十
万
円
を
増
額
、
国
庫
支
出
金

は
平
成
三
十
年
度
予
定
の
小
学
校
長
寿
命
化
改

造
事
業
が
前
倒
し
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
二
千
九
百
七
十
四
万
円
を
増
額
。繰
入
金

は「
ふ
る
さ
と
応
援
金
基
金
」等
の
取
崩
し
を
実

績
に
よ
り
減
額
し
財
政
調
整
基
金
を
来
年
度
繰

越
事
業
の
財
源
と
し
て
七
千
万
円
を
取
り
崩
す

こ
と
と
し
た
た
め
六
千
五
十
五
万
円
を
増
額
、

村
債
は
小
学
校
長
寿
命
化
改
造
事
業
に
充
て
る

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
を
四
千
三
百
五

十
万
円
の
増
と
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
積
立
金
を
一
千
二
百
一
万
円
の
減

で
、
こ
れ
に
よ
り
年
度
末
基
金
財
高
は
七
十
二

億
七
千
三
百
六
十
八
万
円
と
な
る
見
込
み
。
民

生
費
で
は
社
会
福
祉
総
務
費
の
繰
出
金
に
国
保

会
計
の
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
法
定
外
繰
出
金

二
千
万
円
を
計
上
、
介
護
保
険
対
策
の
繰
出
金

に
第
七
期
介
護
保
険
計
画
に
よ
る
保
険
料
安
定

の
た
め
の
千
五
百
万
円
を
増
額
計
上
、
教
育
費

で
は
小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
造
事
業
の
国
の

補
正
予
算
に
よ
る
前
倒
し
採
択
に
よ
り
八
千
五

百
三
十
六
万
円
の
増
、
伝
統
芸
能
文
化
伝
承
基

金
へ
の
積
立
金
と
し
て
一
千
万
円
増
額
し
た
。

一
般
会
計
全
体
の
総
額
で
は
二
十
七
億
二
千
百

万
円
と
な
り
提
案
の
う
え
可
決
と
な
っ
た
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
二
号
）

　

（
一
千
万
円
減
額
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
負
担
金
で
は
療

養
給
付
費
等
負
担
金
等
の
確
定
に
よ
り
九
百
五

十
九
万
円
の
減
、
国
庫
補
助
金
で
は
財
政
調
整

交
付
金
の
確
定
に
よ
り
三
百
五
十
三
万
円
の
減

額
、
療
養
給
付
費
交
付
金
は
年
度
内
の
交
付
額

変
更
に
伴
い
三
百
十
八
万
円
の
減
額
、
高
額
医

療
費
共
同
事
業
交
付
金
と
保
険
財
政
共
同
安
定

化
事
業
交
付
金
を
実
績
か
ら
合
計
八
百
八
十
一

万
円
減
額
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
三
十
年
度
の

国
保
広
域
化
を
見
据
え
、
経
営
基
盤
強
化
の
た

め
の
基
金
積
立
を
目
的
と
し
た
法
定
外
繰
出
金

を
二
千
万
円
の
増
額
、
基
金
繰
入
金
は
給
付
費

の
見
込
等
か
ら
一
千
四
十
五
万
円
の
減
額
を
し
、

繰
入
金
全
体
で
は
一
千
四
十
五
万
円
の
増
額
と

し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
保
険
給
付
費
が
総
体
的

に
当
初
の
予
測
よ
り
落
ち
着
い
て
お
り
保
険
給

付
費
全
体
で
二
千
百
二
十
万
円
の
減
、
基
金
積

立
金
は
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
基
金
積
立
と

し
て
千
九
百
五
十
六
万
円
の
増
、
総
額
で
は
三

億
七
千
四
百
八
十
万
円
と
な
り
可
決
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
二
号
）

　

（
四
百
五
十
万
円
増
額
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
国
庫
支
出
金
を
五
百
一

万
円
の
減
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
千
三
百
四
十

九
万
円
の
増
額
と
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
を
七
百
三
万
円
の
減
額
、
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
八
百
三
十
万
円
の
増
、

基
金
積
立
金
を
千
五
百
万
円
の
増
額
等
を
行
い
、

総
額
で
四
億
七
千
三
百
四
十
万
円
と
な
り
可
決
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
一
号
）

　

（
四
十
万
円
増
額
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
特
別
徴
収
保
険
料
額
を

百
六
万
円
増
額
し
、
保
険
料
全
体
で
は
二
千
八

百
六
十
万
円
と
し
、
広
域
連
合
納
付
金
に
充
て

る
た
め
の
一
般
会
計
繰
入
金
を
六
十
三
万
円
減

額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
広
域
連
合
納
付
金
で

六
十
七
万
円
の
増
額
を
し
、
総
額
で
は
四
千
五

百
四
十
万
円
と
な
り
可
決
。

〇
村
営
水
道
特
別
会
計
（
第
一
号
）

　

（
百
万
円
増
額
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
給
水
工
事
負
担
金
を
二

百
五
十
九
万
円
を
増
、
水
道
使
用
料
は
見
込
み

減
に
よ
り
七
十
八
万
円
減
額
、
基
金
繰
入
金
は

基
金
取
り
崩
し
分
を
三
百
四
十
万
円
減
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
維
持
管
理
経
費
全
体
で

三
百
四
十
三
万
円
の
減
、
新
設
改
良
費
で
は
入

野
配
水
池
水
位
計
更
新
で
百
二
十
九
万
円
の

増
、
給
水
設
置
工
事
費
で
は
二
百
十
三
万
円
の

増
と
な
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
総
額
で
は
一
億

百
五
万
円
と
な
り
可
決
し
た
。

▼
当
初
予
算

〇
平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会

計
予
算
四
会
計
を
可
決
。

　

（
詳
細
は
二
・
三
面
に
掲
載
）

▼
請
願
書

●
憲
法
九
条
の
改
定
に
反
対
し
、
憲
法
を
生
か

し
た
政
治
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願
書 

《
採
択
》

▼
陳
情
書

●
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
際
し
、
公
共
財

と
し
て
の
日
本
の
種
子
を
保
全
す
る
新
た
な

法
整
備
と
積
極
的
な
施
策
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書

 

《
採
択
》

▼
意
見
書

　

二
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、可
決
さ
れ
た
。

●
憲
法
九
条
の
改
定
に
反
対
し
、
憲
法
を
生
か

し
た
政
治
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書

●
主
要
農
作
物
種

子
法
廃
止
に
際

し
、
公
共
財
と
し

て
の
日
本
の
種
子

を
保
全
す
る
新
た

な
法
整
備
と
積
極

的
な
施
策
を
求
め

る
意
見
書
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僕
は
、
海
外
に
行
く
こ
と
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
、こ
の
研
修
を
通
し
て
、

色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ネ
イ
は
、
日
本
か
ら
南
に
約
四

千
キ
ロ
離
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
り
、

気
候
も
熱
帯
で
、
今
の
時
期
で
も
と
て

も
蒸
し
暑
か
っ
た
で
す
。
食
事
も
日
本

と
は
違
い
、
少
し
辛
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
ブ
ル
ネ
イ
青
少
年
協

会
の
方
た
ち
と
交
流
を
し
、
ブ
ル
ネ
イ

の
民
族
衣
装
や
踊
り
を
見
せ
て
も
ら
い
、

僕
達
は
、
け
ん
玉
な
ど
の
日
本
の
遊
び

を
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
は
、
テ
ン
ブ
ロ
ン
国
立
公

園
に
行
き
、
壮
大
な
熱
帯
雨
林
を
見
て

感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ル
ネ
イ
の

首
都
で
あ
る
バ
ン
ダ
ル
ス
リ
ブ
ガ
ワ
ン

の
ブ
ル
ネ
イ
川
の
水
上
に
あ
る
水
上
集

落
へ
行
き
、
見
学
を
し
ま
し
た
。
水
上

で
あ
り
な
が
ら
、
学
校
や
モ
ス
ク
が
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

二
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

　

僕
達
は
、
海
外

研
修
で
東
南
ア
ジ

ア
の
「
ブ
ル
ネ
イ
・

ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
」

に
行
き
ま
し
た
。

栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢

海
外
研
修
に
行
っ
て
み
て

中
学
校
二
年　

市
瀬　

俊
介

　

私
た
ち
本
部
役

員
は
三
月
二
十
日

に
一
日
村
長
を
体

験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
朝
礼
を
し
ま
し
た
。
辞

令
交
付
や
村
長
さ
ん
の
挨
拶
が
あ
り
、

「
生
徒
会
を
引
っ
張
っ
て
い
く
人
た
ち
に
、

村
政
や
生
徒
会
で
い
か
せ
る
事
を
た
く

さ
ん
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い

う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
千
万
円
と
い
う
高
額
な
お

金
に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
重
さ

は
思
っ
た
よ
り
軽
か
っ
た
け
ど
、
価
値

は
す
ご
く
大
き
く
て
重
い
物
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
公
文
書
決
済
事
務
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
印
鑑
を
押
し
た
だ
け
で
六

千
万
円
と
い
う
大
き
な
お
金
が
動
く
と

い
う
重
要
な
仕
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
に
あ
る
各
課
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
い
た
際
に
は
、
各
課
で
重
要
な
仕

事
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
黙
々
と
こ
な
す

職
員
の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
り
、
か
っ
こ

い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、下
條
村
内
に
あ
る
施
設
の
方
々

に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な

お
話
を
多
く
聴
く
こ
と
が
で
き
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
う
か
が
っ
た
お
話
の

中
か
ら
、
生
徒
会
に
取
り
入
れ
て
い
け

る
こ
と
は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
一
日
村
長
を
通
し
て
、
中
学
校

の
代
表
と
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、

平
成
三
十
年
度
の
生
徒
会
活
動
に
活
か

し
、
自
分
達
ら
し
く
、
よ
り
良
い
生
徒

会
へ
導
い
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ミ
リ
ー
の
方
々
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観

光
地
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
英
語
で

そ
の
場
所
に
つ
い
て
色
々
と
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
モ
ス
ク

が
と
て
も
大
き
く
、
華
や
か
で
き
れ
い

で
し
た
。
日
常
生
活
の
言
葉
も
英
語
で

し
ゃ
べ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
て
、
伝

え
る
の
に
必
死
で
が
ん
ば
り
、
と
て
も

大
変
で
し
た
が
、
積
極
的
に
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
英
語
が

伝
わ
っ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
自

信
が
つ
き
ま

し
た
。
楽
し

い
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
な
り
、

良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ

の
よ
う
な
貴

重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た

だ
き
、
自
分

の
話
す
英
語

に
少
し
自
信

が
つ
い
て
、

異
文
化
に
つ

い
て
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
将

来
の
夢
に「
英

語
を
生
か
す

仕
事
」と
い
っ

栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢
栢栢栢栢栢栢栢

一
日
村
長
を
体
験
し
て

下
條
中
学
校
生
徒
会
長　

一
栁　

禄
雅

た
選
択
肢
も
増
え
、
本
当
に
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
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＊＊平成30年度 図書館おたのしみ会年間日程表＊＊
講師・上演者内　　　容タイトル時　間月日

池知　由美子さん
（宮田村）

初めてのせっけんあーと体験。好きな香り
でキラキラ石けんを作りましよう！

キラキラせっけん作り教室
①１０：００～
②１１：００～

６月１７日
（日）

三石　利明さん
（飯田市）

三石六段の名人わざに触れ、挑戦しよう！
級・段の認定を受けよう。

けん玉教室
（子ども読書旬間）

　１０：００～
７月２９日
（日）

未定未定
夏休み人形劇おたのしみ会
（子ども読書旬間）

未定
８月上旬
～中旬

吉澤　亜由美さん
人形美術家
（下條村・山一西）

あなたの好きなキャラクター（カッセイカ
マン、からみん他）、物語の主人公、動物
などの人形を作ってみよう！

人形づくり教室
大好きなキャラクター
人形を作ろう！

　１０：００～
１１月３日
（土）

Bleu Blanche（京都市）
ブルー・ブランシェ
田沢明子さん・由美さん

人気ハンドメイド作家からかんたんで楽し
い小物作りを教えてもらいましょう！
Ｂ.Ｂとのティータイムあり。

ハンドメイド＆
コラージュ教室　第２弾
（下條村読書月間）

①１０：００～
②１３：３０～

１２月８日
（土）

堀尾　伸夫さん
（下條村・小松原）

やはり年末には切れる包丁でお料理したい
もの。この時借りた本で、ゆっくり年末年
始を楽しみましょう。

本を借りたら
包丁研ぎサービス
（下條村読書月間）

　１０：００～
　１７：００　

１２月１５日
（土）

佐藤　圭代さん
（飯田市）

おはなし圭代さんの語る日本や世界の昔話
を、心ゆくまで楽しみましょう。

「昔ばなしの語り」を聞く
おはなしの会　第２弾

　１０：３０～
１月２７日
（日）

カッセイカマン・
プロジェクト
（下條村）

全国区で活躍するカッセイカマンもいよい
よ１５周年！こんどは、どんなストーリーが
展開するかな？

カッセイカマンショー
祝！結成１５周年企画

　１０：３０～
２月１７日
（日）

＊あくまでも予定ですので変更の可能性もあります。

上記以外の日程で、毎週土曜日は、小学生の図書館ボランティアによるおはなし会、毎週日曜日は、図書館職員に

よるおはなし会がそれぞれ、午前１０時３０分からあります。

【絵本よみ、紙芝居、本の紹介、わらべうた、手遊び】などをします。みんなきてね！

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ保育所だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

野菜農家との交流会
　保育所に安心安全な野菜を届
けて下さる、野菜農家の方々との
交流会が２月２３日に行われ、６名
の方に来園していただきました。
毎年恒例の交流会であり、迎える
子どもたちはもちろん、来園して
下さる農家の方もとても楽しみ
にしていてくれます。どんな野菜
を届けてくれているのか自己紹介をしてもらったり、各クラスで
プレゼント渡しをして一緒に給食を食べました。じゃがいもがお
いしいポテトコロッケに…白菜が美味しい磯香和えに…と野菜を

作ってくれた方の顔を見ながら
の給食は、いつも以上に食べが良
く、「おいしいね。」とみんな笑顔
でいただきました。『下條村の子
どもたちに安心安全な地元の野
菜を』…と心を込め、届けて下さ
る農家の方に、改めて感謝の気持
ちをもつ良い機会になりました。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

教
育
委
員
会
で
は
４
月　

日
に
開
所
し
た
子
育

１０

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

　

名
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
、
村
の
選
考
委
員
会

８３で
選
定
を
行
い
、「
す
く
す
く
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。「
つ
ど
い
の
広
場
」
や
「
児
童
ク
ラ

ブ
」
な
ど
の
新
た
な
子
育
て
の
拠
点
と
な
り
ま
す

下
條
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」

を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は「
す
く
す
く
」

「
す
く
す
く
」に
決
定
！



平成３０年４月１６日 第 １９７ 号　（8）

平成30年１月から
平成30年４月まで

滑

　３月２５日に道の駅お客様感謝デー２０１８が快晴のもと、開催されました。今年は、『ローカルヒーロー大活劇』と題

し全国のローカルヒーローのほか、下條村出身のシンガーソングライター「でこ」さんが会場を盛り上げました。

▲　３月１５日　小学校・中学校の卒業式が行われました。

▲　４月４日　満開の桜の中、小学校・中学校の入学式が行われました。小学生２７名、中学生５３名の新入生が

希望を胸に入学しました。



（9）　平成３０年４月１６日 第 １９７ 号

▲　３月１０日に道の駅信濃路下條『うまいもの館』が

リニューアルオープンしました。うまいもの館は

平成９年３月の開館以来約２０年が経過しており、こ

の度改修工事を行いました。工事内容について

は、店舗の販売面積が拡大した他、加工室等の内

装の改修を致しました。新しくなりました『うま

いもの館』を今後ともぜひご利用ください。▲　地域の支えあいの活動を紹介する「地域のお宝発表

会」を開催しました。（２月１６日）

▲　３月２６日　保育所の卒園式が行われました。

▲　２月１７日（土）にコスモホールにて健康を考えるつ

どいを開催しました。今回は「歯」をテーマに飯田

女子短期大学の学生の皆さんと「カミンちゃん」

（写真上）による発表、虫歯のない３歳児の表彰、加

藤歯科医院の加藤副院長による講演を行いました。

▲　支えあい活動実践講座「なるほど・ザ・地域塾」を

開催しました。（全６回２月７日〜３月１４日）



平成３０年４月１６日 第 １９７ 号　（10）

☆平成３０年度の検診を下記の通り実施します☆

実施日対象者検診自己負担額検診名

７月１９・２０日
９月２０・２１日

３０歳代（希望者）
４０歳以上７４歳以下（国保加入者）

７５歳以上（希望者）
１,５００円特定健診・基本健診

８月２０〜２３日
４０歳以上（肺がん検診）

６５歳以上（肺がん+結核検診）
喀痰検査（４０歳以上）

無料
肺がん結核検診
（胸部レントゲン）

４００円喀痰検査

６月１８〜２０日３０歳以上９００円胃がん検診

６月１８〜２０日３０歳以上３００円大腸がん検診

７月１９・２０日
９月２０・２１日

４０歳以上
（４０・４５・５０・５５・６０歳無料対象あり）

３００円肝炎ウイルス検査

７月１９・２０日
９月２０・２１日

５０歳以上男性３００円前立腺がん検診

５月１４・１５・２１・２２日
４０歳以上７４歳以下　陽皐地区
（４０歳無料対象あり）

１,２００円
マンモグ
ラフィ

乳がん検診

７月２・３・９・１０日
３０代（全地区）

４０歳以上７４歳以下　睦沢地区
８００円超音波

７〜１２月
２０歳以上

（２０歳無料対象あり）
１,３００円

子宮頸がん検診
個別検診

＊検診によっては検診の自己負担額が無料になる場合があります。対象年齢の方には個別にご連絡をします。
＊不明な点は、いきいきらんど下條　福祉課（２７-１２３１）までお問い合わせください。

「福祉医療費受給者の皆様、児童手当等受給者の皆様今一度ご確認をお願いします」

　３月、４月はご家庭等のご様子が変化する時期かと思われます。以下のいずれかに該当する場合は、

届出が必要となりますので、今一度ご確認ください。

【福祉医療費受給資格者の方々】

○保険証が変わった　　　○下條村内で住所が変わった　　○振込口座を変更したい

○受給者証を紛失した　　○婚姻した（母子・父子受給資格者のみ）

○村外から転入された方で、下條村で手続きがお済みでない方

　・受給には該当要件がありますので、詳しくは福祉課までお問い合わせください。

【児童手当等受給者の方々】

○受給者が加入している保険証がかわった　　○振込口座を変更したい　　○村外から転入した

○受給者のみが村外へ転出する　　　　　　　○支給対象児童のみが村外へ転出する

○受給者が公務員になる

　・公務員になる方は新たに所属先に対して手続きが必要となります。

○受給者が公務員を退職した

　・下條村で手続きが必要となります。

※児童手当等は、出生や転入した日（異動日）があった日から１５日以内に申請の手続きをお願いします。

　申請が遅れると、原則、遅れた月分の手当は受けられませんのでご注意ください。

ご不明点等ございましたら、お気軽に福祉課までお問い合わせください。（０２６０-２７-１２３１）
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第７期介護保険事業計画が始まります
　下條村では、平成３０年から平成３２年までの３年間の介護保険・高齢者福祉に関する事業計画である「第７期介

護保険事業計画」を策定いたしました。

　この計画の中で、６５歳以上の住民の方から下條村へ納付していただく、第一号被保険者の介護保険料について、

以下の通り決定いたしました。

　第６期計画（平成２７年～平成２９年）では、標準段階保険料は月額５,１６０円でしたが、第７期計画では月額５,７４０

円となり、１１.２％の増額となりました。

　増額の理由といたしましては、介護保険のサービスの利用回数・日数の増加や、施設サービスの利用増加など

により、給付費が増加しているためです。

　第７期計画の保険料は、第６期計画と同様に、村の準備基金を取り崩すなどして、できる限り増額をおさえて

設定しております。

差額
第7期保険料
(月額)

第7期保険料
(月額)

保険料段階・対象者

２９１円
(２６０円)

２,８７０円
(２,５８３円)※

２,５８０円
(２,３２２円)※

第１段階
・生活保護を受けている人
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+課税年金収入額が８０万円以下の人

４３５円４,３０５円３,８７０円
第２段階
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+課税年金収入額が８０万円超１２０万
円以下の人

４３５円４,３０５円３,８７０円
第３段階
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+課税年金収入額が１２０万円超の人

５２２円５,１６６円４,６４４円
第４段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税で、前年の合計所得金
額+課税年金収入額が８０万円以下の人

５８０円５,７４０円５,１６０円
第５段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税で、第４段階以外の人

６９６円６,８８８円６,１９２円
第６段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円未満の人

７５４円７,４６２円６,７０８円
第７段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円以上１９０万円未満の人

８７０円８,６１０円７,７４０円
第８段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１９０万円以上２９０万円未満の人

９８６円９,７５８円８,７７２円
第９段階
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万円以上の人

　村民の皆様におかれましては、今後とも安定した介護保険制度の運営のため、何卒ご理解ご協力をお願いいたします。
　また、介護保険を利用せずに元気で長生きできるよう、役場でも各種介護予防事業を行っておりますので、積極的にご参加いただきますよう
お願いいたします。　※第１段階の方は標準段階保険料×0.5が保険料額となりますが、公費による軽減により、（　）内の金額が適用されます。

　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計を基に２年ごと見直されます。平成３０・

３１年度の保険料率は、平成２８・２９年度と同様の据え置きとなります。

　また、国の法律改正により保険料の上限額（年度限

度額）が引き上げられ、長野県後期高齢者医療広域連

合議会２月定例会の議決を受け、次のとおり改正する

ことになりました。

改正前（２８・２９年度）改正後（３０・３１年度）

４０,９０７円４０,９０７円（据え置き）均等割額

８.３０％８.３０％（据え置き）所得割率

５７０,０００円６２０,０００円限 度 額

葛保険料ひとくちメモ

　○ 保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。

－ お問い合わせ －

長野県後期高齢者医療広域連合　電話０２６－２２９－５３２０　〒３８０-０９３５ 長野市大字中御所７９－５ ＮＯＳＡＩ長野会館２階

または、下條村役場福祉課（いきいきらんど）　電話 ２７－１２３１

均等割額
４０,９０７円

所得割額
（前年中の総所得金額等－３３万円）×８.３０％

一人当たりの保険料額
（限度額６２万円）

※保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。詳しくは下記までお気軽にお問合せください。

後期高齢者医療保険料が変わります

＋ ＝
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　５月２０日(日)に、どなたでも楽しめる『おおぐて湖つつじ祭り』が開催されます。その一画で【湖畔

でＢＢＱパーティー♪】を開催いたします!!野外カラオケ大会や楽器演奏会、フリーマーケットやお楽し

みワークショップ、キッズ湖畔企画の体験イベントなどの企画が行われる傍ら、２０代後半～４０代独身男

女の方を対象にした湖畔でＢＢＱパーティーを行う企画になっており

ます。新緑も鮮やかで野外イベントが楽しい時期になってきましたの

で、ぜひ皆様お気軽にご参加下さい☆お待ちしております。

浄化槽の法定検査が変わります！

　浄化槽法第１１条に基づく定期検査を平成３０年４月から一新します。

・浄化槽法では、生活環境の保全や公衆衛生の向上のため、浄化槽をお使いの皆様に保守点検、清掃

のほか年１回の法定検査（浄化槽法第１１条検査）を義務付けています。

・浄化槽法第１１条検査項目に新たに生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の検査を加え、より効率的で充

実した内容としました。

・ＢＯＤは、水の汚れを示す重要な指標です。ＢＯＤを検査することにより、皆様が排出する生活排

水の汚れや浄化槽の調子（故障等）を知ることができ、修理等早急な対応が可能になります。

・ＢＯＤ検査導入により効率的に検査（検査項目を一部省略でき、検査時間を短縮）を実施すること

で、全てのご家庭で確実に年１回の法定検査を行う体制を整備しましたので、今後とも法定検査の

適正な実施にご協力ください。
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（参考）

浄化槽法第１１条第１項

　浄化槽管理者は、環境省令で定めるところにより、毎年１回、指定検査機関※の行う水質に関す

る検査を受けなければならない。

※長野県では、指定検査機関に（公社）長野県浄化槽協会を指定しています。

●下條村はこの法定検査料の全額を村で負担しています。問合せは振興課（０２６０-２７-２３１１）まで

すすすすすすすすすすすますますすすすますすすましましまししししまししししししををトをトをトをトをトトトンンンイベイベイイベンンンベンベンイイベンンンンベンベイベンベイベンイベンイベンイいイいイししいいしいいしいイし イしいイしいイしいしいイしいし楽楽 すす楽しいイベ楽しいイベ をを楽楽楽楽 催催 ますベントを開催しまベ楽楽 ！！！！！！！！！！！すすすまままますすすままますすまますますますますますししししししししししししし開催開催開催をををを開催を開催を開催催開催をを開催を開催を開催を開催を開催トトトトトトトトトトトトベンベンンベイベンンンンンベベンベベベイベンベンベンイいイいイいイいイイいイイベイイベイベいいいいいいいイいイいイししししししししししし楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 ンンンンンンンンンン楽しいイベントを開催します！楽しいイベントを開催します！ 地域おこし協力隊　宮 越 絵 美地域おこし協力隊　宮 越 絵 美

詳しいお問合せ・お申込みは

　下條村役場総務課　企画財政係　地域おこし協力隊：宮越まで

　ご連絡先　℡０２６０－２７－２３１１　e-mail: konkatsu@vill-shimojo.jp
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中嶋長人さんが
旭日單光章を
受章されました

　日頃よりリフレッシュパークをご利用いただきありがとうございます。

　平成３０年４月１日よりリフレッシュパーク下條のパターゴルフとマレッ

トゴルフ使用料が下記のとおり一部改訂されました。

　より遊びやすくなりましたので、誘い合って遊びに来てください。皆様

のお越しを心よりお待ちしております。

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

小　中　学　生大　　　人区　　　分

６００円 → ４００円１,２００円 → ８００円平　　　日
パターゴルフ

１ラウンド
７００円 → ５００円１,４００円 → １,０００円日曜・祭日

２５０円 → ２００円５００円 → ３００円９ホール
マレット

ゴルフ
４００円 → ３００円８００円 → ５００円１８ホール

１人　１００円宴会等で使用する場合（大人のみ）
ファミリー

ハウス
１口　３００円コ ン セ ン ト 使 用

１００円滑　り　台　マ　ッ　ト

リフレッシュパーク下條
使用料の改訂について
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（
小
池
）

役
場
の
人
事

役
場
の
人
事

役
場
の
人
事

役
場
の
人
事

　

教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
串
原

良
彦
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

四
月
一
日
か
ら
三
年
で
す
。

教
育
長
に
串
原
良
彦
氏
再
任

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
三
十
年
四
月
か
ら
県
税
事
務
所

の
業
務
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

南
信
県
税
事
務
所
飯
田
事
務
所
で

行
っ
て
い
る
課
税
業
務
を
、
南
信
県
税

事
務
所
（
所
在
地
：
伊
那
市
荒
井
三
四

九
七
長
野
県
伊
那
合
同
庁
舎
内
、
課
税

担
当
係
電
話
〇
二
六
五−

七
六−

六
八

〇
七
・
六
八
〇
八
）
へ
移
管
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
、
課
税
内
容
や
減
税
手
続

き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
南
信
県
税
事
務

所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
申
告
書
や
届
出
書
は
飯

田
事
務
所
へ
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

税
金
の
お
支
払
い
や
納
税
証
明
書
の

発
行
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　

◯
移
管
す
る
業
務

法
人
県
民
税
・
事
務
税
、
個
人

事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
の
課

税
業
務

・
各
種
申
告
書
や
申
請
書
、
届
出

書
の
受
理
（
飯
田
事
務
所
で
も

お
受
け
し
ま
す
）

・
納
税
通
知
書
の
発
送　

な
ど

お
問
い
合
わ
せ
先

南
信
県
税
事
務
所
飯
田
事
務
所

電
話　

〇
二
六
五−

五
三−

〇
四
〇
五

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

zei-iid
a
@
p
ref.n

a
g
a
n
o
.lg
.j

       
 
 
 
     
 
 
 
 
 
   
  p  



（15）　平成３０年４月１６日 第 １９７ 号

平成３０年１月１日
～

平成３０年３月３１日
受付まで

戸籍の戸籍の
窓口窓口

☆
新
任

【
総
務
課
】

　

総
務
係

　
　

前
沢　

泰
之

　

企
画
財
政
係

　
　

古
田　
　

透

　
　

　

企
画
財
政
係

　
　

金
田　
　

諒

　

リ
ニ
ア
残
土

　

処
理
関
連
事
務

　
　

代
田　

雅
夫

【
振
興
課
】

　

建
設
係

　
　

福
島　

優
治

　
　

　

ふ
る
さ
と
体
験
館

　
　

木
下　

健
二

　
　

　

小
学
校
公
仕

　
　

宮
島　

芳
孝

　
　

　

中
学
校
公
仕

　
　

小
池　

健
治

　
　

◇
出
生

（
子
の
名
）　
　

（
保
護
者
）　

（
地
区
）

鈴
木　
 
勘  
助 　
　

貴　

久　
　

合　

上

か
ん 

す
け

松
本　
 
有  
栞 　
　

龍　

貴　
　

長　

原

り
っ 

か

古
田　
 
真  
寛 　
　

健　

詞　
　

中　

原

ま 

ひ
ろ

細
田　
 
隼  
理 　
　

洋　

行　
　

粒　

三

し
ゅ
ん 

り

小
林　
　
 
蒼 　
　

卓　

也　
　

新
中
原

あ
お
い

♥
婚
姻

　

幾
島　
　

祥　
　
　

合　

南

　

久
保
敷
美
香　
　
　

飯
田
市

　

森
田　

泰
史　
　
　

愛
知
県

　

串
原
絵
里
香　
　
　

相　

田

　

唐
澤　

翔
太　
　
　

中　

平

　

山
口　

奈
　々
　
　

高
森
町

■
死
亡

（
亡
く
な
っ
た
人

）　
 （年
齢

） （
喪
主

） 
　
　

（
地
区
）

清
水　

清
香　
　
　

幹　

夫　

中　

平

９５

木
下　

光
香　
　
　

市
瀬
啓　

西　

部

９０

伊
藤　
 

子　
　
　
　

譲　
　

合　

南

９３

小
木 

愛
子　
　
　

信　

浩　

山
一
西

９０

村
松
き
よ
み　
　
　
　

浩　
　

菅　

野

８１

中
垣　
　

智　
　
　

良　

明　

明
地
原

９０

牧
嶋　
　

健　
　
　
　

大　
　

小
松
原

９４

鳥
居　

一
夫　
　
　

正　

治　

明
地
原

７９

吉
村　

豊
繁　
　
　
　

豊　
　

山
一
西

８８

村
澤　

愛
子　
　
　

方　

弥　

山
一
東

１００

小
木
曽
和
三　
　
　

都
築
美
保　

北　

又

９１

【
福
祉
課
】

　

福
祉
係

　
　

伊
原　

裕
子

　
　【

教
育
委
員
会
】

　

教
育
係

　
　

大
野　

史
耶

　
　【

保
育
所
】

　

嘱
託
保
育
士

　
　

北
澤　

幸
香

　
　☆

四
月
一
日
異
動
（　

）
は
前
任

　

役
場
内
の
組
織
変
更
に
よ
り
税
務
と

会
計
は
税
務
会
計
室
の
管
轄
と
な
り
ま

し
た
。

【
総
務
課
付
】

　

総
務
課
長 

吉
村　

善
郎

 

（
総
務
課
長
兼
会
計
管
理
者
）

　

企
画
財
政
係 

佐
々
木
洋
平

 
（
南
信
州
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課
派
遣
）

　

企
画
財
政
係
兼
税
務
会
計
室
税
務
会
計
係

 

勝
又　

美
和

 

（
総
務
課
企
画
財
政
係
）

【
税
務
会
計
室
】

　

会
計
管
理
者
兼
税
務
会
計
係
長

 

久
保
田
克
郎

 

（
福
祉
課
福
祉
係
長
）

　

税
務
会
計
係 

井
原　
　

司

 

（
総
務
課
総
務
係
）

　

税
務
会
計
係 

篠
田　

昇
吾

 

（
総
務
課
税
務
係
）

【
振
興
課
】

　

振
興
課
長
兼
建
設
係
長

 

宮
島　
　

敦

（
振
興
課
経
済
係
長
）

　

経
済
係
長 

宮
嶋　
　

徹

 

（
総
務
課
税
務
係
長
）

【
福
祉
課
】

　

福
祉
課
長
兼
福
祉
係
長
兼
住
民
係
長

 

竹
村　

邦
彦

 

（
福
祉
課
長
兼
住
民
係
長
）

【
保
育
所
】

　

保
育
士 

勝
又
す
ず
佳

　
　
　
　
　

（
嘱
託
か
ら
正
規
職
員
へ
）

　

保
育
士 

玉
置　

美
咲

　
　
　
　
　

（
嘱
託
か
ら
正
規
職
員
へ
）

　

調
理
師 

幾
島
美
貴
子

 

（
学
校
給
食
調
理
師
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　

調
理
師 

福
沢　

京
子

 

（
保
育
所
調
理
師
）

☆
派
遣
職
員

【
総
務
課
付
】

　

（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

　

南
信
州
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
岡　

拓
朗

 

（
総
務
課
企
画
財
政
係
）

{{{

（粒三出身）（飯田市出身）（中原出身）（飯田市出身）（阿知原出身）（北平出身）（西部出身）（粒一南出身）

（神奈川出身）（山二出身）（飯田市出身）
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施設の特徴

・主に小学生が利用する「児

童クラブ」と未就園児の

ための「つどいの広場」

を明確に区分し、それぞ

れが安心して利用できる

施設になっています。

・全ての室にエアコンを設

置しました。つどいの広場の一部には、まだ歩くことができない赤ちゃん等に配

慮して床暖房を設置しています。

・子どもたちの手が触れる腰壁には地元産の根羽杉を使い、柔らかで温かみのある

空間としています。木組みも見える高い天井で広々としています。

・隣接するヤングコミューハウス（遊びの場）と「すくすく」（学びの場）が一体

的に利用でき、より充実した児童クラブになりました。

・各室には出来る限り大きな窓を設け、廊下のハイサイド窓から自然光を採り入れ

た明るい空間。白を基調とした内装もより明るさを演出しています。

・つどいの広場の外には、デッキテラスがあり、安全を考慮してフェンスで囲われ

た庭で幼児たちが遊ぶことができます。 

・学習室と集会室は可動建具で仕切られていますので、イベントによって１室で利

用するなどフレキシブルなつくりになっています。

　

今
年
の
冬
は
長
い
大
変
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま

し
た
が
一
気
に
春
本
番
と
な
り
ま
し
た
。今
年
一

年
平
穏
無
事
で
、秋
に
は
作
物
の
実
り
多
い
年
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
に
は
、卒
園
式
や
小
中
学
校
の
卒
業
式
が

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、高
校
入

試
に
は
全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。新
天
地
で
の
飛

躍
し
た
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。ま
た
、中
学
一
年
生

が
海
外
研
修
で
ブ
ル
ネ
イ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

異
文
化
が
肌
で
感
じ
ら
れ
、特
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
は
文
化
が
異
な
り
生
活
習
慣
が
違
う
人
達
と
交

流
は
、今
後
の
人
生
の
中
で
物
の
見
方
な
ど
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、村
政
は
、村
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
村
の
発

展
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
村
民
の
皆
様

の
思
い
や
望
み
に
耳
を
傾
け
、そ
の
声
を
村
民
の

目
線
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
を
含
め
職
員
は
地
域
に
入
り
村
民
と
胸
襟
を
開

い
て
語
り
合
う
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、今
お
か
れ
て
い
る
立
場
や
課
題
の

認
識
、課
題
解
決
な
ど
、お
互
い
一
方
的
な
主
張
に

終
始
す
る
こ
と
な
く
、共
通
す
る
考
え
や
思
い
に

な
る
ま
で
対
話
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
積
み
重
ね
が
村
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
行
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、本
村
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
ら
地
域
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。近
頃
、地
域
力
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
、国
や
大
学
の
他
、全

国
の
町
村
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
醸
成

の
た
め
視
察
に
来
て
い
ま
す
。我
が
村
は
、最
も
基

本
的
な
自
治
の
精
神
を
堅
持
し
て
き
て
い
る
こ
と

が
強
み
で
、引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
開
通
は
南

信
州
の
地
域
が
劇
的
に
変
化
を
も
た
ら
す
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。従
来
の
良
き
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
継
続
し
つ
つ
も
新
し
く
柔
軟
で
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、一
つ
と
し
て
、十
四
市
町
村
が

各
々
の
特
色
を
最
大
限
活
か
し
て
い
く
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。も
う
一
つ
は
、広
域
連
合
が
担
っ
て

い
る
従
来
の
ご
み
焼
却
や
消
防
に
加
え
、観
光
の

推
進
、医
療
と
介
護
の
連
携
、高
等
教
育
機
関
の
誘

致
等
と
役
割
が
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。広
域
で

の
協
力
体
制
強
化
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
の
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
本
線
に
た
っ
て
村
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
平
成
二
十
九
年
度
の
報
告
と
平
成
三
十
年
度

の
計
画
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
で
実
施
し
た
事
業
で
す
が
、

人
口
減
少
の
中
、移
住
定
住
に
係
る
事
業
を
最
重

点
と
し
て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
躍
も
あ
り
、

村
の
Ｐ
Ｒ
、移
住
定
住
フ
ェ
ア
で
の
村
紹
介
・
勧
誘

し
た
結
果
、三
月
末
ま
で
に
二
組
の
家
族
が
移
住

し
ま
し
た
。

　

又
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ヤ
ン
コ
ミ
の
隣

に
新
設
し
ま
し
た
。こ
の
施
設
は
、子
育
て
中
の
ご

家
庭
を
さ
ら
に
支
援
す
る
目
的
で
建
設
し
ま
し

た
。そ
の
他
、小
学
校
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
長
寿
命

化
改
造
工
事
）が
始
ま
り
、外
壁
の
断
熱
、複
層
ガ

ラ
ス
化
等
を
実
施
、今
後
、内
部
の
冷
暖
房
等
改
装

を
三
十
一
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
関
係
で
は
、う
ま
い
も
の
館
の
増
改
築
が

完
成
し
安
定
し
た
生
産
と
販
売
拡
大
に
向
け
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
計
画
で
す
が
、人
口
減
少
対

策
を
引
き
続
き
最
優
先
に
移
住
定
住
フ
ェ
ア
で
の

勧
誘
や
交
流
人
口
を
増
や
す
事
業
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、保
育
園
児（
年
少
、年
中
、年
少
）

の
保
育
料
を
無
償
に
す
る
な
ど
充
実
を
図
り
ま

す
。又
、「
こ
の
村
は
綺
麗
だ
ね
」と
思
わ
れ
る
よ
う

景
観
指
針
策
定
と
整
備
を
進
め
ま
す
し
、安
全
で

生
活
コ
ス
ト
を
下
げ
、地
域
を
生
か
し
た
村
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、こ
の
村

で
暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

元
気
の
出
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、議
会
、職
員
と

も
ど
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

村
長
コ
ラ

村
長
コ
ラ
ムム

二
年
目
の
春
を
迎
え

二
年
目
の
春
を
迎
え
てて

　このたび、子ども・子育て支援整備交付金事業（国）及び次世代育成支援対策施設整備交付金事業（国）並びに社会福祉施設等整備事

業補助金（県）により、子育て支援センター「すくすく」が完成しました。

　この施設の完成により、下條村の新たな子育て支援の拠点施設として、保育園就園前の親御さんの子育て相談や交流の場となる

「つどいの広場」と、小学生が放課後や長期休暇の際に活動の場となる「児童クラブ」の充実が図られます。

延床面積 ２５６.７２㎡

構　　造 木造平屋建

事 業 費 ８２,８９２千円

遊戯室（幼児遊戯室（幼児））

集会室・学習集会室・学習室室

下條村子育て支援センター下條村子育て支援センター 完成完成「すくすく」




